



















する人の増加が、国の施策においても重要な課題として取り上げられている 1 － 4 ）。しかし、栄養表
示を適切に利用できていない人が多い実態も報告されており 5 － 7 ）、健康づくりにつながる食物選択
のために栄養表示を利用できる人、すなわち、望ましい利用者の増加をねらった食教育プログラム
の開発が求められている。 









































を 4 点、以下、「時々ある」「あまりない」「まったくない」を ３ 、 ２ 、 1 点と配点し、合計得点を
表示に関する情報の交換得点とした。
　態度については、先行研究 8 , 9 ）をふまえて設定した項目について因子分析を行ったところ、栄養
表示利用に対する態度、栄養表示の内容に対する態度、栄養表示利用のデメリットの ３ 因子構造と
なることが確認されたため、得られた因子を構成する項目について態度が積極的 ･ 肯定的（面倒く



















を 4 点、以下、「少し重要」「あまり重要でない」「まったく重要でない」を ３ 、 ２ 、 1 点と配点し、
合計得点を食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度得点とした。









ない」「まったく満足でない」を ３ 、 ２ 、 1 点と配点した。また、ヘルス ･ ビリーフ ･ モデルに基づ
き設定した項目（体重増加、家族の体型、太りやすさ、やせられる、太ることの重大性、太りたく
ない、やせたい、太るかもしれない）について「とても思う」を 4 点、以下、「少し思う」「あまり










　利用種類数は 0 種３0.9%、1 種15.5%、２ 種7.9%、３ 種10.1%、4 種1３.7%、5 種7.２%、6 種5.4%、
7 種9.4% であった。
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表 1　栄養表示の利用、食生活、健康に関する知識 ･態度 ･行動
該当者
（278）


















































































































学習経験 表示に関する学習経験 栄養表示 あり 26.6 
食品表示 あり 36.6 































































































































































































































した者は14.7% のみであった。また、太らないための気遣いが「あり」と回答した者は３２.4% で 
あった。









































表 ２　栄養成分の利用種類数と知識 ･態度 ･行動との相関関係
相関係数
栄養表示の利用 行動 表示に関する情報の交換 b 栄養表示 a 0.285 ＊＊＊
0.301 ＊＊＊
食品表示 a 0.280 ＊＊＊
態度 栄養表示利用に対する態度 d 利用の重要性 c 0.355 ＊＊＊
利用のセルフ ･ エフィカシー c 0.352 ＊＊＊
関心 c 0.497 ＊＊＊
0.433 ＊＊＊
利用による食べ物の選びやすさ c 0.292 ＊＊＊
利用による含まれる栄養成分のわかりやすさ c 0.201 ＊＊
情報の役立ち c 0.110 
栄養表示の内容に対する態度 e 使いやすさ c 0.177 ＊＊
内容のわかりやすさ c 0.130 ＊ 0.106
情報の信用 c －0.055 
栄養表示利用のデメリット f 利用の面倒くささ c －0.375 ＊＊＊
－0.243 ＊＊＊
利用にかかる時間 c －0.029 
知識 栄養表示の内容の理解 g 0.288 ＊＊＊
学習経験 表示に関する学習経験 i 栄養表示 h 0.022 
0.019
食品表示 h 0.011 
食生活 態度 食物摂取に関する態度 j サプリメント ･ 健康食品の摂取 c 0.177 ＊＊
インスタント食品の摂取 c 0.250 ＊＊＊ 0.312 ＊＊＊
油の多い料理 ･ 菓子類の摂取 c 0.289 ＊＊＊
食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度 k 0.329 ＊＊＊
知識 栄養所要量に関する知識 l 0.177 ＊＊
健康 行動 減量目的の食事制限の実施 m 0.202 ＊＊
態度 主観的体型感 c 0.015 
体重管理に関する態度 n 体重増加 c 0.202 ＊＊
家族の体型 c 0.019 
太りやすさ c 0.200 ＊＊
やせられる p 0.113 
0.168 ＊＊
太ることの重大性 c 0.071 
太りたくない c 0.090 
やせたい c 0.120 ＊
太るかもしれない c 0.124 ＊
太らないための気遣いの有無 o 0.201 ＊＊
相関係数については、以下の基準で得点化し、算出した
a ：頻度の高い回答から順に 4 、 ３ 、 ２ 、 1 点　
b ：栄養表示、食品表示の得点を合計（最高 8 点、最低 ２ 点）、a=0.868
c ：とてもを 4 点、以下 ３ 、 ２ 、 1 点、　
d ：重要性、セルフ ･ エフィカシー、関心、選びやすさ、わかりやすさ、役立ちの得点を合計（最高24点、最低 6 点）、a=0.809
e ：使いやすさ、内容のわかりやすさ、情報の信用の得点を合計（最高12点、最低 ３ 点）、a=0.662
f ：面倒くささ、かかる時間の得点を合計（最高 8 点、最低 ２ 点）、a=0.525
g ：ほとんどすべてわかるを4点、以下 ３ 、 ２ 、 1 点
h ：ありを 1 点、なしを 0 点
i ：栄養表示、食品表示の得点を合計（最高 ２ 点、最低 0 点）、a=0.816
j ：サプリメント ･ 健康食品摂取、インスタント食品摂取、油料理 ･ 菓子類摂取の得点を合計（最高12点、最低 ３ 点）、a=0.622
k ： 低脂肪である、低カロリーである、無添加である等因子分析の結果抽出された12項目について、とてもを 4 点、以下 ３ 、 ２ 、 1 点として合計（最高48点、最低12点）、
a=0.914
l ：エネルギー、カルシウム、鉄の 1 日に必要な所要量を正しく知っているを 1 点として合計した（最高 ３ 点、最低 0 点）
m ：過去に実行したことがある、現在実行中を 1 点、実行したことがないを 0 点
n ：体重増加、家族の体型、太りやすさ、やせられる、太ることの重大性、太りたくない、やせたい、太るかもしれないの得点を合計（最高32点、最低 8 点）、a=0.863
o ：気をつけていることありを 1 点、なしを 0 点











































図 1　栄養成分の利用種類数に影響を及ぼす知識 ･態度 ･行動
表 3　栄養成分の利用種類数への相関関係の分割
従属変数 独立変数 直接効果 間接効果 総効果 相関係数
見かけの
相関
栄養成分の利用種類数 栄養表示利用に対する態度 0.270 0.031 0.302 0.433 0.131 
食物摂取に関する態度 0.164 0.088 0.252 0.312 0.060 
食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度 0.123 0.104 0.227 0.329 0.102 
栄養表示利用のデメリット －0.193 0.000 －0.193 －0.243 －0.050 
減量目的の食事制限の実施 0.141 0.036 0.177 0.223 0.046 
栄養表示の内容の理解 0.000 0.157 0.157 0.288 0.131 
栄養表示の内容に対する態度 0.000 0.128 0.128 0.106 －0.022 
表示に関する情報の交換 0.109 0.000 0.109 0.301 0.192 
体重管理に関する態度 0.000 0.103 0.103 0.168 0.065 
太らないための気遣いの有無 0.000 0.088 0.088 0.201 0.103 
栄養所要量に関する知識 0.000 0.065 0.065 0.177 0.112 
表示に関する情報の交換 栄養表示の内容の理解 0.222 0.114 0.336 0.351 0.015 
栄養表示利用に対する態度 0.285 0.000 0.285 0.387 0.102 
食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度 0.000 0.139 0.139 0.173 0.034 
栄養表示の内容に対する態度 0.000 0.091 0.091 0.168 0.077 
栄養所要量に関する知識 0.000 0.074 0.074 0.158 0.084 
食物摂取に関する態度 0.000 0.054 0.054 0.148 0.094 
減量目的の食事制限の実施 0.000 0.022 0.022 0.183 0.161 
太らないための気遣いの有無 0.000 0.016 0.016 0.075 0.059 
体重管理に関する態度 0.000 0.015 0.015 0.067 0.052 
栄養表示利用に対する態度 栄養表示の内容の理解 0.271 0.128 0.399 0.450 0.051 
栄養表示の内容に関する態度 0.319 0.000 0.319 0.464 0.145 
食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度 0.233 0.085 0.318 0.341 0.023 
食物摂取に関する態度 0.000 0.124 0.124 0.248 0.124 
栄養所要量に関する知識 0.000 0.096 0.096 0.137 0.041 
減量目的の食事制限の実施 0.000 0.050 0.050 0.120 0.070 
太らないための気遣いの有無 0.000 0.036 0.036 0.165 0.129 



















栄養表示利用のデメリット 栄養表示の内容に対する態度 －0.163 0.000 －0.163 －0.163 0.000 
栄養表示の内容の理解 0.000 －0.066 －0.066 －0.071 －0.005 
食物摂取に関する態度 0.000 －0.006 －0.006 －0.041 －0.035 
食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度 0.000 －0.014 －0.014 －0.036 －0.022 
栄養所要量に関する知識 0.000 －0.014 －0.014 －0.016 －0.002 
太らないための気遣いの有無 0.000 －0.002 －0.002 0.021 0.023 
体重管理に関する態度 0.000 －0.002 －0.002 0.032 0.034 
減量目的の食事制限の実施 0.000 －0.002 －0.002 0.027 0.029 
栄養表示の内容に対する態度 栄養表示の内容の理解 0.403 0.000 0.403 0.403 0.000 
食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度 0.000 0.086 0.086 0.158 0.072 
栄養所要量に関する知識 0.000 0.084 0.084 0.038 －0.046 
食物摂取に関する態度 0.000 0.034 0.034 0.159 0.125 
減量目的の食事制限の実施 0.000 0.014 0.014 0.050 0.036 
太らないための気遣いの有無 0.000 0.010 0.010 0.147 0.137 
体重管理に関する態度 0.000 0.009 0.009 0.006 －0.003 
栄養表示の内容の理解 食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度 0.215 0.000 0.215 0.222 0.007 
栄養所要量に関する知識 0.199 0.011 0.210 0.213 0.003
食物摂取に関する態度 0.156 0.084 0.084 0.222 0.138 
減量目的の食事制限の実施 0.000 0.034 0.034 0.123 0.089 
太らないための気遣いの有無 0.000 0.024 0.024 0.163 0.139 
体重管理に関する態度 0.000 0.023 0.023 0.055 0.032 
食物摂取に関する態度 太らないための気遣いの有無 0.204 0.000 0.204 0.218 0.014 
栄養所要量に関する知識 0.312 0.000 0.312 0.155 0.023 
体重管理に関する態度 0.000 0.096 0.096 0.092 －0.004 
食物選択時の健康 ･ 栄養に関する態度 食物摂取に関する態度 0.390 0.000 0.390 0.399 0.009 
減量目的の食事制限の実施 0.157 0.000 0.157 0.192 0.035 
太らないための気遣いの有無 0.000 0.112 0.112 0.171 0.059 
体重管理に関する態度 0.000 0.108 0.108 0.123 0.015 
栄養所要量に関する知識 0.000 0.052 0.052 0.068 0.016 
減量目的の食事制限の実施 体重管理に関する態度 0.350 0.097 0.447 0.447 0.000 
太らないための気遣いの有無 0.206 0.000 0.206 0.370 0.164 
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Development of nutrition education program was necessary to increase people who can utilize nutrition 
labeling for their healthy food consumption. We noted the number of utilized nutrient-kinds (UNs) as an index 
which describes how well people understand and actually utilize the labeling. In order to clarify the structure 
of factors affecting the number of UNs, this paper reanalyzed a questionnaire survey which was conducted on 
male university students in Shiga Prefecture of Japan in November 2003.
The results of path analysis indicated that the six factors as in the following directly affected: attitude 
toward nutrition labeling use, barriers of nutrition labeling use, attitude toward food consumption, restriction 
of diet for losing weight, attitude toward nutrition and health in food selection, and exchange of nutrition 
labeling-related information. The number of UNs was both directly and indirectly influenced by knowledge, 
attitude and behavior of health, dietary habits and nutrition labeling.
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